
令和7年10月31日

平成29年版厚生労働白書 正誤表

「平成29年版厚生労働白書」において、掲載内容に誤りがございました。ご迷惑をお掛けしましたことをお詫びするとともに、以下のとおり訂正さ
せていただきます。

なお、HP上に掲載されている内容につきましては、修正が反映されております。

頁 該当箇所
修正内容

誤 正

資料編
90頁

詳細データ①

詳細データ① 臓器移植の累計件数

臓器提供者数 移植実施件数
待機患者数

うち脳死下 うち脳死下

心臓 331名 331名 331件 331件 587名

肺 290名 290名 350件 350件 319名

肝臓 364名 364名 392件 392件 325名

腎臓 1,783名 406名 3,309件 799件 12,432名

膵臓 297名 293名 296件 293件 194名

小腸 14名 14名 14件 14件 3名

眼球（角膜） 18,378名 179名 29,713件 341件 2,042名

資料：（公社）日本臓器移植ネットワーク、（公財）日本アイバンク協会調べ
（注） 1．臓器提供者数、移植実施件数は、平成9年10月16日（臓器移植法施行の日）から平成29年3月31日までの累計、移植待機

患者数は平成29年3月31日現在数である。
2．臓器移植法に基づく脳死判定事例は、臓器移植法の施行の日から平成29年3月31日までに全国で442例行われている。なお、
第8例目については、法的脳死判定が行われ法的に脳死と判定されたが、医学的理由により臓器の摘出が行われなかった
ため、臓器提供者数には含まれていない。

3．膵臓及び腎臓の臓器提供者数、移植実施件数及び待機患者数については膵臓と腎臓の同時移植を含む。
4．心臓及び肺の臓器提供者数、移植実施件数及び待機患者数については心臓と肺の同時移植を含む。

詳細データ② 造血幹細胞移植の実施件数の推移

ドナー（提供者） 移植件数
骨髄提供登録者数 さい帯血公開数 骨髄 末梢血幹細胞 さい帯血

平成3年度 3,176 − − − −
平成4年度 19,829 − 8 − −
平成5年度 46,224 − 112 − −
平成6年度 62,482 − 231 − −
平成7年度 71,174 − 358 − −
平成8年度 81,922 − 363 − 1
平成9年度 94,822 − 405 − 19
平成10年度 114,354 − 482 − 77

平成11年度 127,556 − 588 − 117

平成12年度 135,873 4,343 716 − 165
平成13年度 152,339 8,384 749 − 221
平成14年度 168,413 13,431 739 − 296
平成15年度 186,153 18,424 737 − 699
平成16年度 204,710 21,335 851 − 674
平成17年度 242,858 24,309 908 − 658
平成18年度 276,847 26,816 963 − 732
平成19年度 306,397 29,197 1,027 − 762
平成20年度 335,052 31,149 1,118 − 859
平成21年度 357,378 32,793 1,232 − 895
平成22年度 380,457 32,994 1,191 1 1,075
平成23年度 407,871 29,560 1,269 3 1,107
平成24年度 429,677 25,385 1,323 15 1,199
平成25年度 444,143 13,281 1,324 19 1,134
平成26年度 450,597 11,595 1,269 62 1,165
平成27年度 458,352 11,185 1,176 58 1,311
平成28年度 470,270 11,287 1,127 123 1,347

累　計 − − 20,266 281 14,513

資料：（公財）日本骨髄バンク、日本赤十字社調べ
※平成8〜10年度のさい帯血関係データはさい帯血バンクネットワーク設立前に各バンクが扱った数
※ドナー（提供者）については年度末の数
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資料編
135頁

詳細データ③

詳細データ③ 年別業務上疾病者数
（人）
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業務上疾病の発生状況は、昭和54
年には20,000人を超えていたものの
長期的には減少しており、平成28
年は、7,361人（前年比0.1％減）で
あった。
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詳細データ④ 新規化学物質製造・輸入届出状況　年別（製造・輸入）
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　現在までに、わが国の産業界で使用されたことのある又は現に使用されている化学物質は、主なものだけでも約6万種類を数える
といわれており、需要の多様化に伴い、毎年、新たに約1,200種類の化学物質が生み出されている。特に最近は、使用量の少ない新
規の化学物質の種類が増加している。
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資料：厚生労働省労働基準局調べ。

20,468

3,236

19,238

2,972 3,464 3,997

21,751

24,425

3,743

3,680 4,146
4,597 5,094

5,633 6,167
6,601 7,175

7,701 8,218
8,835 9,409

9,867 10,393
11,133

11,908
12,934

14,032
15,244

17,232
16,266

18,287

20,428
19,419

23,162

4,457

26,488
27,545

28,623

22,859
23,716

4,686 4,9074,211

22,031
21,225

25,436

135平成29年版　厚生労働白書

④
労
働
条
件
・
労
使
関
係

資料編

厚生労働_資料編-04.indd   135 25/09/18   12:58
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年には20,000人を超えていたものの
長期的には減少しており、平成28
年は、7,340人（前年比0.1％減）で
あった。
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資料編
P251

詳細データ③
確定拠出年金の規約承認数・加入者数の推移

年度 企業型承認件数 企業型加入者数（千人） 個人型加入者数（人）
2009（平成21）年度 3,301 3,404 111,056

確定拠出年金の規約承認数・加入者数の推移
年度 企業型承認件数 企業型加入者数（千人） 個人型加入者数（人）

2009（平成21）年度 3,301 3,404 112,063



平成 29年版厚生労働白書 正誤表 

 

平成 30 年７月 20 日、当省は「平成 28 年国民生活基礎調査」の結果の訂正について発表しました。これを踏まえ、「平成 29 年版

厚生労働白書」の記述について、ご迷惑をお掛けしましたことをお詫びするとともに、以下のとおり訂正いたします。 

なお、HP 上に掲載されている内容につきましては、修正が反映されております。 

頁 
該当箇

所 

修正内容 

誤 正 

36 頁 

14 行目 

（本文） 

2015（平成 27）年には 545.8 万円と 2年連続の増加 

となっている（図表 2-1-1）。 

2015（平成 27）年には 545.4 万円と 2年連続の増加 

となっている（図表 2-1-1）。 

19 行目 

（本文） 

2015 年には 308.4 万円となっている。 2015 年には 308.1 万円となっている。 

24 行目 

(本文) 

2015 年には 707.8 万円となっている。 2015 年には 707.6 万円となっている。 

26 行目 

（本文） 

（1994 年に比べて 17.8％の減少） （1994 年に比べて 17.9％の減少） 



37 頁 
図表

2-1-1 

 
 

38 頁 
７行目 

（本文） 

全世帯の1世帯当たり平均総所得金額の減少分17.8％ 

のうち 9.1％が高齢者世帯割合の増加による 

全世帯の1世帯当たり平均総所得金額の減少分17.9％ 

のうち 9.1％が高齢者世帯割合の増加による 



38 頁 
図表

2-1-2 

  

60 頁 
21 行目

（本文） 

2015（平成 27）年には 15.6％となり 2015（平成 27）年には 15.7％となり 

61 頁 

１行目

（本文） 

0.5％ポイント低下している。 0.4％ポイント低下している。 

８行目

（本文） 

2015 年では 19.5％まで下がっている。 2015 年では 19.6％まで下がっている。 



61 頁 
図表

2-1-17 
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図表

2-1-18 
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７頁 

概要 

我が国の 

人口ピラ

ミッド 

 

 

吹き出し・グラフ及び注釈の修正 

 

 


